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8月の
カレンダー

『ひとりでかんたん！らんらんランチシリーズ

　火を使わない！チャチャッとめん』他　　　　　　　　　
　　　作：宮沢　うらら
　　　汐文社（５９・ミ）

　　　

【開館時間】

◎火曜日～金曜日　午前10時～午後6時
◎土曜日・日曜日・祝日
　午前 ９時３０分～午後５時
　みなさん よくよむ

【電話】0265-73-4946

　
 

おはなしむら　

●日時　 8月8日(土)
　　　　10：30～11：10
●場所　村民センター２階大会議室

●内容   絵本の読み聞かせなど　　
　　　  　出演 「のはらうた」の皆さん　　　　

　　　　楽しい工作「浮沈子(ふちんし）」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

●対象　幼児～小学校低学年児童と保護者
　　　　＊申し込み不要です

新着本
児童書

・きみ、だあれ？　　　　　　　　　聞かせ屋。けいたろう

・まゆとそらとぶくも　　　　　　　富安　陽子

・うどん対ラーメン やきそばの逆襲　田中　六大 　

・くだものさん　　　　　　　　　　tuperta tupera　　　　　　　　　　

・ねぶた　　　　　　　　　　　　　池田　まき子

　

『いらっしゃい おまつりだ！』　　　　　　　　　　
　　　作：山本　祐司

 　ほるぷ出版（絵本・イ）

　

・ねこの町のアイスクリームパーラー　小手鞠　るい 　 （９１・コ）

・おれの名前はイッパアッテナ（ルドルフとイッパイアッテナ外伝）

　  　　　　　　　　　　　　　　　　 斉藤　洋           （９１・サ）

・5回で折れるゆめいっぱい！おりがみ １～４

　　　　　　　　　　　　　　　　　　いしかわ　まりこ（７５・イ）        

・しかたなし日記　　　　　　　　　　市川　宣子　　　（９１・イ）

・つかめ！理科ダマン １２　　　　　  シン・フテン　　（４０・シ）　　　　　　

ちいさなおはなしむら
　
●日時 8月7日(金)、8月28日(金)
　　　0・1歳児 10：00～10：30
　　　2・3歳児 11：00～11：30
●場所   村民センター2階和室
●内容　わらべうた＆絵本の読聞かせ
●対象　0歳～3歳までのお子さんと保護者
　　　　＊申し込み不要です

　　　　　　『ほげちゃん、いなかにいく』                              

　　　　　 　  作：やぎ　　たみこ
　　　　　　　偕成社（絵本・ホ）

イベント
情報

「夏休みは30分早く開館しています」

●期間　7月２３日（木）～8月19日（水）
●開館時間　火曜日～金曜日　午前9時30分～午後6時
　　　　　　土・日曜日　　　午前9時30分～午後5時

　　　　

　　　　 

　

　　　

　　
　「リサイクル雑誌プレゼント」

●期日　8月1日（土）～9日（日）
　　　（8月3日（月）は休館日です）
●会場　図書館世代間交流室
　         おひとり様6冊（人気雑誌1冊含む）

＊雑誌がなくなり次第終了となります　　　

　　　

　　
「リサイクル本市 in 大芝高原まつり」

●期日　8月22日（土）
●会場　「大芝高原まつり」フォレスト大芝前にて
●時間　午前10時～午後3時

＊おひとり様6冊（人気本1冊含む）をさしあげます。
　ぜひ、お立ち寄りください！
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□休館日　○おはなしむら ◎ちいさなおはなしむら    □休館日 



7月のベストリーダー
（6月21日～7月20日）

１　イン・ザ・メガチャーチ　　　朝井　リョウ　　　8回
２　＃台所のあるところ　　　　　原田　ひ香　　　　6回
３　けんぐゎい（直木賞受賞作）　朝倉　かすみ　　　5回
３　ブティック　　　　　　　　　池井戸　潤　　　　5回
３　多類婚姻譚　　　　　　　　　凪良　ゆう　　　　5回　
３　ファイア・ドーム 上　　　　  辻村　深月　　　　5回
７　満天のゴール　　　　　　　　藤岡　陽子　　　　4回　
７　成瀬は天下を取りにいく　　　宮島　未奈 　　　  4回
７　星を編む　　　　　　　　　　凪良   ゆう　　　　4回
７　変な地図　　　　　　　　　　雨穴　　　　　　　4回
７　暁星　　　　　　　　　　　　湊　かなえ　　　　4回
７　空き家と移住　　　　　　　　垣谷　美雨　　　　4回
７　ファイア・ドーム 下　　　　  辻村　深月　　　　4回
７　夏帆　　　　　　　　　　　　村上　春樹　　　   4回

　

　　　　　　　　　　

　

　　　

新着本
一般書

『日曜劇場ＶＩＶＡＮＴ 上・下』

   　福澤　克雄/原作
　　　扶桑社（文庫９１３・フ）

　　『薬屋のひとりごと 22』
　　　　日向　夏/原作
 　　小学館（コミック７２６・ヒ）　

児童書

　　　　　「追悼　東野　圭吾さん」
　人気作家の東野圭吾さんが７月２３日、大腸がんのため６８歳で亡くなりました。
２００６年に『容疑者Ｘの献身』で直木賞、２０１４年には『祈りの幕が下りるとき』で吉川英治賞を受賞
するなど数々の賞を受賞されていました。また、自身の本は累計発行部数１億部を突破するなど、日本を代
表するミステリー作家でした。
　今月は、追悼の意をこめて、東野圭吾さんの作品を特集します。

　                                    
　

一般書

　〈絵　本〉

１　いちにちなぞのいきもの　　　ふくべ   あきひろ   9回　   
２　いちにちおもちゃ　　　　　　ふくべ　あきひろ　8回
２　いちにちこんちゅう　　　　　ふくべ　あきひろ　8回

２　ノラネコぐんだんアイスのくに    工藤ノリコ        8回
２　パンどろぼう　　　　　　　　　 柴田　ケイコ     8回
２　バムとケロのそらのたび　　　　 島田　ゆか　　  8回
７　うみの１００かいだてのいえ　　いわい　としお   7回

７　アニマルバスとたんじょうび　　あさの　ますみ　7回
７　いつつごうさぎとはなのゆうえんち まつお りかこ 7回　　
〈児童書〉
１　オリンピックのおばけずかん　　　 斉藤　洋        7回
１　おしりたんてい かいとうUのおとし トロル　　     7回　　
３　のりものおばけずかん　　　　　 斉藤　洋　　     6回
３　ほねほねザウルス　カバヤ食品株式会社/原案　　  6回　
３　いえのおばけずかん　　　　　　 斉藤　洋　     　６回
３　54字の物語 呪　　　　　　　　 氏田　雄介　　   6回　　　

　

                          

　　　　　　　　　
　  　　　『超元気になれる！
　　　　　　あゆみ食堂のワンプレート』
     　　   　　　　大塩　あゆみ

　　　　  家の光協会（５９９・オ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　
     　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

・年とる力　　　　　　　　　　阿川　佐和子　（９１４・ア）　　　　　　　　　　
・ＴＡＫＥ 夢を追いかけるサッカーキッズの育て方
　　　　　　　　　　　　　　　久保　健史（７８３・ク）
・身近な「鳥」の素顔名鑑　　　mililie         　 （４８８・ミ）
・「無言館」のうた　　　　　　窪島　誠一郎　（７２０・ク）
・あすけん公式２０0kcalスイーツ大全
　　　　　　　　　　　　　　　あすけん　　　（５９６・ア）　　　　　　　　　　　 　
　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　

『ダメな大人でも良いのかもしれない』
　　　　　

※こちらのコーナーで、　
　おすすめ本や絵本にまつわ
るエピソードを紹介してくだ
さる方を募集しています。

　職員にお気軽にお声がけく
ださい。

『夢に迷ってタクシーを呼
んだ』
燃え殻　扶桑社　　　　

『容疑者Ｘの献身
　東野　圭吾
　（文藝春秋）

・ゾンビ回収婦（芥川賞受賞作）小砂川 チト(９１３・コ）　  
・森羅記 ３　　　　　　　　　  北方　謙三（９１３・キ）
・プレゼント　　　　　　　　　伊坂　幸太郎（913・イ）
・王国　　　　　　　　　　　　湊　かなえ　（913・ミ）
・銀座ちぐさ百貨店 １～３　　  長月　天音
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（文庫９１３・ナ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

保護者の方の
おすすめ一般書

私はダメな大人だ。よく泣くし、人の話を聞かない。失敗しても言い訳ばかりで、いつもぷらぷら逃げている。努力もしないし、根
性もない。だけど、周囲の方のおかげで、おかげさまで、奇跡的になんとかここまでこれている。ありがとうございます。

燃え殻さんのエッセイを読んだ。一気に。燃え殻さんの文章は赤裸々だ。時にあからさますぎなのではと思うこともあって、読んで
いてちょっと恥ずかしい。けれど、人間臭くて、いつもどことなく切なさがただよっていて、心がきゅっとなる。人前でうっかり読
んではいけない。

燃え殻さんは理不尽な目にもたくさん遭っているし、人が良すぎるくらい良くて心配になる。でもだからといって人を蹴落としたり、
陥れたりはしない。この世界の理不尽さを知るからこその優しさが文章にはあふれている。

人が持つ弱い部分、ネガティブな部分、生きていれば出会うきれいごとだけではない現実、酸いも甘いもある世界で、燃え殻さんは
それらと向き合いながら、折り合いをつけてやっている。止まらずに気負わずに。そう、燃え殻さんは止まっていない。燃やし続け
ている。それこそが燃え殻さんの魅力だし、まねしたくてもまねできないところだと思う。読んでいて、ダメな大人でも良いのかも
しれないと思わせてくれる。

この世界で今日も必死に生きる、全てのダメな大人に読んでほしい一冊。
                                                                                 　　　　　　　　　ペンネーム　古羽　谷史（ふるはね　やし）さん


